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埼
玉
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例 

 
（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
条
例
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
進
展
に
伴

っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
九
号
。
第
九
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）

第
二
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
部
落
差
別
の
解
消
に

関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
部

落
差
別
の
解
消
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差

別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
二
条 

部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
は
、
全
て
の
県
民
が
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す

る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差

別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
県
民
一
人
一
人
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、

部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
部
落
差
別
の
禁
止
） 

第
三
条 

何
人
も
、
図
書
、
地
図
そ
の
他
資
料
の
公
表
又
は
流
布
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

よ
る
情
報
の
提
供
、
結
婚
又
は
就
職
に
際
し
て
の
身
元
の
調
査
、
土
地
建
物
等
を
取
引
の
対
象

か
ら
除
外
す
る
た
め
の
調
査
そ
の
他
の
行
為
に
よ
り
、
部
落
差
別
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
県
の
責
務
） 

第
四
条 

県
は
、
第
二
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
次
条
及
び
第
六
条
に
お
い
て
「
基
本
理
念
」
と

い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

県
は
、
前
項
の
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
市
町
村
、
県
民
及
び
事
業
者
と
の

連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

県
は
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
市
町
村
が
実
施
す
る
施
策
並
び
に
県
民
及
び
事
業
者
の

取
組
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
県
民
の
責
務
） 

第
五
条 

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。 

 

（
事
業
者
の
責
務
） 

第
六
条 

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
理
解



を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
県
が
実
施
す
る
部
落
差
別
の
解
消

に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
（
教
育
及
び
啓
発
） 

第
七
条 
県
は
、
国
及
び
市
町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る

た
め
、
必
要
な
教
育
及
び
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
相
談
体
制
の
充
実
） 

第
八
条 

県
は
、
国
及
び
市
町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
部
落
差
別
に
関
す
る
相

談
に
応
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
部
落
差
別
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
ず
る
た
め
、
相
談
に
応
ず
る
者
の
資
質
の
向

上
等
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
部
落
差
別
の
実
態
把
握
） 

第
九
条 

県
は
、
国
及
び
市
町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
法
第
六
条
の
規
定
に
よ

り
国
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
資
す

る
た
め
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
う
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
も
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

て
、
実
態
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

県
は
、
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
こ
の
条
例
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う

も
の
と
す
る
。 

 
 



 
 

令
和
四
年
六
月
二
十
九
日
提
出 
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提 

案 

理 

由 

 

部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
部
落
差
別
の
解
消
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
し
た
い
の
で
、

こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 


